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平成２６年第２回北海道議会定例会 予算特別委員会 第１分科会 開催状況（企業局所管）

開催年月日 平成２６年６月２７日
質 問 者 民主党・道民連合 高橋 亨 委員

質 問 要 旨 答 弁 要 旨

一 水力発電について
（一）検討スケジュールについて （発電課長）

福島第一原発以降、３年が経過をしまして、やっと道営 道営電気事業のあり方検討委員会についてでございま
電気事業のあり方検討委員会がスタートしました。 すが、道営電気事業につきましては、民間譲渡の可否を

この委員会の今後のスケジュールについて、どういう流 主要なテーマといたしまして、これまでに平成１８年及
れで検討が進んでいくのかについてお答えいただきたいと び２２年の２回にわたって、あり方検討委員会を開催し
思います。 てきたところですが、今般、第３回目となる検討委員会

を設置し、去る５月２９日に第１回会議を開催したとこ
ろでございます。

第１回会議におきましては、これまでの検討経緯や経
営の状況、事業環境や制度の変化、検討の課題や論点な
どについてご説明をし、ご議論をいただいたところであ
ります。

今後は、発電施設などの現地視察を含め、順次、論点
ごとに議論を進めていく中で国の電力システム改革の動
向や、それに伴う経営への影響、地域の再生可能エネル
ギー導入に関する取組状況など、道営電気事業を巡る様
々な情勢変化や将来見通しを踏まえて、多角的かつ総合
的な視点で、ご議論をいただき、平成２７年中を目標に
提言を得てまいりたいと考えております。

（二）他県の取り組みについて （発電課参事）
今までに18年と22年に開催をいたしましたけど、それま 他県の取り組み状況についてでありますが、企業局で

では老朽化した施設ですとかを含めて、どちらかというと は、全国の公営電気事業者で構成する公営電気事業経営
廃止の方向に向けた論議がほぼだっただろうと思います。 者会議などを通じまして、他都府県の状況把握に努めて

ただ、３．１１以降、再生可能エネルギーの必要性とい いるところでございます。
うのが大きく叫ばれて参りまして、そういう意味からする 最近の水力発電の取り組み事例としましては、山口県
と、今般開かれたあり方検討委員会について、確かに過去 において、ダムの未利用落差を活用した出力８２キロワ
の経過の報告、そこから議論が始まる、それはそれで結構 ットの相原（あいはら）発電所が、平成２６年、今年５
なんですが、今後は電気事業全体の状況が変化をしてきた 月に運転を開始したほか、岩手県においては、ダムから
ということで、今お話しがあったことを踏まえて対応して の維持用水を利用した出力１５００キロワットの胆沢
いただくという進め方にして頂かなければいけないという （いさわ）第３発電所が平成２６年度中の運転開始に向
ふうに思っているところでございまして、この震災後、他 け建設中であり、長野県では、平成２５年度に、出力１
県の方もそれぞれ持っている電気事業、これについて少し ８０キロワットの高遠（たかとお）発電所の建設に着手
ずつ考え方も変わっていったんだろうというふうに思って するなど、いずれも規模は小さいものの、新たな水力発
おりまして、新たな再生可能エネルギーへの取り組みも、 電の取り組みが見られるところでございます。
また、逆に進んできているんじゃないかと思っております
ので、とりわけ水力発電に関わる、他県の状況についてお
話頂ければと思います。

（三）道の取り組みについて （企業局長）
他県の取り組みをお聞きしました。 固定価格買取制度の適用によります利益の活用につい
そこだけではないだろうと思ってます。 てでありますが、企業局では、平成２７年度に運転開始
改めて小水力発電も含めて様々な水力の発電の利用、こ 予定のシューパロ発電所を含めまして、８カ所の発電所

れについての研究もされておりますし、実施されているも を所有しておりますが、これらの発電設備の中には、昭
のも非常に多いんだろうと思います。 和２８年に運転を開始した鷹泊発電所をはじめとしまし

道内に目を向けますと、シューパロ発電所ですがこれが て、経年により老朽化が進行しているものも多く、企業
完成して発電を行えば、固定価格買取制度によりまして２ 局といたしましては、現有の発電設備の維持・増強に向
０年間でおよそ２８０億円の収益が見込まれることだろう けまして、今後得られる内部留保資金も活用して、まず
と思っておりますが、この資金を基にしまして北海道に新 は、こうした設備の更新や改良等を計画的に進めてまい
たな水力発電をもっと積極的に取り組むべき、取り入れて る考えであります。
いくべきではないかというふうに考えるわけでございます 新たな水力発電所につきましては、道営電気事業のあ
けども、考えがあればお聞かせ願います。 り方検討に関わります重要な論点ともなりますことか

ら、本年度からの、あり方検討委員会におけますご議論
や提言の内容を踏まえた上で、将来にわたる事業環境、
さらには採算確保の見通しのもとに検討していく必要が
あるものと考えているところでございます。
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（四）北電の取り組みについて （発電課長）
いまのご答弁にありましたけれども、現有の発電設備の 北電の小水力発電の取り組みについてでございます

維持・増強ということで、今後得られる内部留保も含めて が、今回の発電所は、既設の発電施設の取水設備を一部
そちらの方に回してゆく。 改良することにより、これまで利用されていなかった河

確かに、各発電所は老朽化が進んでおりますから、そこ 川水を有効活用したものと承知しており、再生可能エネ
を維持していくことも大きく視野に入っているだというこ ルギーの導入に向けた有効な手法のひとつとして、今後
とであれば、あり方検討委員会の方向性も一定程度、そう の取組が期待されるところでございます。
いう企業局の考え方に沿って進むのではないかという気が 企業局といたしましては、このような地域の未利用エ
いたしまして、少し、ほっとはしているところでございま ネルギーの活用を目指す市町村等に対して、引き続き、
す。 「地域新エネルギー導入アドバイザー制度」を通じまし

そういうことから考えまして、道内でも新たに北電が６ て、企業局の有する知識やノウハウを提供するなど、そ
９０キロワットの小水力発電を完成させたということでご の取り組みを積極的に支援してまいりたいと考えており
ざいます。道内における様々な小水力発電の取り組みにつ ます。
いてのお考えをお聞きしたいと思います。

（五）士別市の取り組みについて （公営企業管理者）
河川の利用となるとそこには水利権の問題だとか様々な 士別市における新たな発電所建設についてでございま

課題が出てくるわけでございますけれども、そういうこと すが、企業局では、現在、国の夕張シューパロダムの完
で後ろ向きにならないようにしていかないとならないと思 成によって水没、廃止となりました二股発電所の代替と
っておりますので、今、お話のありました導入のためのア して、シューパロ発電所の建設を進めておりますほか、
ドバイザー制度を含めて、関係部局ともいろいろ調整が必 老朽化が著しい滝の上発電所や清水沢発電所の改修事業
要かもしれませんけれども、北海道は河川の多い地域でご を進めているところでございまして、当面の設備投資と
ざいますから様々な団体が、そして、様々な小水力発電を 致しましては、これらの事業を着実に進めますとともに、
どう利用していくかということについて積極的に企業局も 所管する他の発電施設について、適切な機能維持を図っ
力を発揮していただきたいと思うわけでございます。 ていくことが必要と、このように考えているところでご

先般、用事がございまして、士別市の方に行ってまいり ざいます。
ました。５月には、士別市から朝日水力発電所建設に向け 士別市からご要望のございました、朝日地区における
た要請を受けたとお聞きしておりますけれども、そのこと 新規の発電所建設につきましては、これまでの検討の中
に対する認識と可能性をお聞きしたいと思います。 で、必要な投資額が大きいことなどから、水力による再

生可能エネルギーの普及・拡大に向けた国の施策動向
や、あり方検討委員会でのご議論などを踏まえながら、
今後の検討課題として受け止めてまいりたいと、このよ
うに考えております。

今、企業管理者からお話を伺いました。
この一連の質問の中で、まずは老朽化したところを何と

かしていきたいんだと。
決して新しい水力発電所の設置について後ろ向きではな

いということもわかりましたけれども、水力発電というの
は再生可能エネルギーの中で最もリスクが少ないものだろ
うと思っております。

太陽光ですとお日様が照っていなければならない、曇り
でもなんぼか発電できるとなっておりますけれども、風力
は風が吹かなければだめ、ということでございますが、水
力発電は１日トータル２４時間、季節も問題なく発電がで
きる。そして天候にも左右されないという大きなメリット
のある再生可能エネルギーだというふうに思ってます。

道内では今のところ１５７万キロワットでだいたい２０
％近くの構成比を持っております。

企業局で持っているのは若干少ないわけでございますけ
れども、５万６千キロワットということでございますが、
しかし、これからの北海道のエネルギーを考える上で、非
常に大事な位置にあるだろうと思っておりますので、是非、
この再生可能エネルギー、とりわけ水力発電のこれからの
様々な事業展開含めて、大いに前向きに検討していただく
ことをお願い申し上げながら質問を終わります。


